
北海道クリーン農業推進計画（第８期）素案の検討にあたり聴取した主な意見

第１回北海道食の安全・安心委員会（７月）での意見

・ クリーン農業に取り組んできた意義や価値の共有が重要であり、理解しやすい情報提供が必要
・ クリーン農業を継続的に進めていくには、安定して経営が成り立つことが基本であり、経済的なメリットが必要
・ 生産量を落とさずに環境負荷を低減するにはスマート農業技術の開発・導入を進めていくことが必要
・ 安ければ良いというわけではなく、品質とバランスの取れた合理的な価格について関係者の理解醸成が必要

区 分 主な意見

安定生産と環境
負荷低減の両立

化学肥料や農薬を更に低減するためには新たな技術開発が必要／地球温暖化が進行する中、
安定生産できるかが取組を進める上でクリアすべき課題／農業経営の大規模化と農村地域
の労働力不足を踏まえ、環境と調和した食料システムの確立に向けては省力化技術が重要

クリーン農業に
対する理解醸成

化学肥料や農薬の最小限の使用と安定生産の両立について、生産者と消費者、双方に理解
醸成が必要／生産者がメリットを感じないと取組の増加は難しいことから、消費者の理解醸成
が必要／消費者の意見を聞くことは大事だが、特に若年層の話を聞くことが必要

YES!clean
特栽農産物表示
制度の推進

YES!cleanから特別栽培等への移行も見られ、個々の経営や考え方に沿ったクリーン農業の
推進が必要／国内外の環境負荷低減推進への流れを鑑み幅広い品目への取組拡大を期待
／YES!cleanは根拠のある取組であり、道全体として盛り上げていただきたい

有機農産物の
生産拡大

近年は有機農業に対する国の支援が厚くなっており、これからも継続を要望／今後有機農業
に興味がある生産者が出てきた際には制度の活用など進めていきたい／収量減への不安が
大きいことから、有機農業の作付面積は増えていない

クリーン農産物
の販路拡大

環境保全型農業の推進に当たっては、クリーン農産物の需要喚起を図っていくことが重要／
流通事業者がクリーン農産物をどうしたら買ってくれるかの検討が必要

地域意見交換会（９～10月）での意見
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